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●妊娠・出産・養育に係る休暇は、「期間率」での減額を廃止し、
　１００％支払うこと。
●私傷病休暇での「期間率」減額について緩和措置を新設すること。

　夏季手当については、コロナ前までは２．９１ヶ
月(年末手当は３．１８ヶ月)と安定した支給となっ
ていましたが、コロナ禍の３年間で平均約７０万
円削減されてきました。
　２０２２年度決算では、３期振りに黒字決算と
なったことが発表されました。会社はコロナ前の
収益には戻っていないと言いますが、黒字になっ
たことは事実であり、この間の社員の苦労と努力
に報いるべきです。

その他の要求項目

●一人勤務、コールシステム、休憩時間が曖昧など働く密度が上がるだけで
　賃金、手当は低いまま。モチベーションが上がるはずがない。

●春闘でのベア２,０００円では物価上昇に全く見合っていない。

●コロナ禍で１.２ヶ月と抑えられたが、黒字化したのだから倍増を！
●１.２ヶ月ではローンを払うのさえ厳しい。何もできない。 
●夏季手当でこれまで抑えられていた分を戻してほしい。

●毎年離職者が出ている。魅力ある職場にするために夏季手当大幅アップ。 
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Ｊ
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や

Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
で
も

要
員
不
足

近
距
離
収
入
は

２
０
１
８
年
度
比

ほ
ぼ
１
０
０
％
に

３．０ヶ月３．０ヶ月要求する！ＪＲ東日本に

ＪＥＳＳ・ＬｉＶｉＴにも３．０ヶ月要求

２０２３年夏季手当
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
３
年
間

は
、
夏
季
手
当
の
支
給
も
大

き
く
下
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た

（
下
記
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
参

照
）
。

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
収

入
は
回
復
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
２
０
２
２
年
度
末
決
算
は

前
年
の
９
４
９
億
円
の
赤
字

（
当
期
純
利
益
・
連
結
）
か

ら
１
９
４
１
億
円
回
復
し
、

９
９
２
億
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
１
日
以
降
の

収
入
も
近
距
離
収
入
で
は
コ

ロ
ナ
前
の
２
０
１
８
年
度
比

で
１
０
０
％
近
く
ま
で
回
復
、

コ
ロ
ナ
前
の
支
給
月
数
の
２
．

９
１
ヶ
月
を
出
せ
る
余
裕
は

十
分
に
あ
り
ま
す
。
（
５
月

21
日
現
在
、
近
距
離
収
入
９

９
．
４
％
、
中
長
距
離
収
入

９
２
．
４
％
、
定
期
収
入
８

５
．
２
％
。
い
ず
れ
も
２
０

１
８
年
比
）

加
え
て
歴
史
的
な
物
価
高

騰
に
実
質
賃
金
が
追
い
付
い

て
い
な
い
の
が
実
態
で
、
社

員
の
生
活
支
援
と
い
う
意
味

で
も
一
時
金
の
増
額
は
必
須

で
す
。
今
年
度
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
運
輸
事
業
で
も
流
通
・

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
も
設
備
投

資
額
は
コ
ロ
ナ
前
の
数
字
に

近
く
な
っ
て
い
て
、
設
備
投

資
と
同
様
に
社
員
へ
の
投
資

も
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

余
裕
は
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
３
年
間
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
で
は
統
括
セ
ン
タ
ー
の
発

足
、
設
備
技
術
セ
ン
タ
ー
の

発
足
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡

大
、
駅
の
無
人
化
・
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
化
、
出
札
窓
口
の

廃
止
な
ど
「
変
革
」
の
名
の

元
に
効
率
化
が
一
気
に
進
み
、

社
員
一
人
一
人
の
働
き
度
は

大
き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
状
態
で
一
時
金
減
額
が

続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
維
持

で
き
ま
せ
ん

ま
た
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
や
Ｌ
ｉ
Ｖ

ｉ
Ｔ
で
も
離
職
者
が
相
次
ぐ

な
ど
要
員
が
足
ら
ず
、
コ
ロ

ナ
禍
の
３
年
間
で
、
新
幹
線

改
札
な
ど
の
大
規
模
駅
で
は

出
勤
者
数
が
減
ら
さ
れ
ま
し

た
。
利
用
者
が
減
少
し
て
い

た
時
期
は
そ
れ
で
対
応
で
き

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
回

止
ま
ら
な
い
物
価
上
昇

将
来
不
安
か
ら
の
離
職
が
続
く

東
日
本
本
部
は
５
月
12
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、

夏
季
手
当
３
ヶ
月
要
求
を
軸
と
す
る
２
０
２
３
年
度
夏

季
手
当
に
関
す
る
要
求
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
（
Ｌ
ｉ

Ｖ
ｉ
Ｔ
）
に
対
し
て
も
同
様
に
３
ヶ
月
の
要
求
を
提
出

し
ま
し
た
。

利
用
者
数
は
戻
り
つ
つ
あ
る
が

減
ら
さ
れ
た
要
員
は
戻
ら
ず

復
し
て
き
た
結
果
、
各
駅
と

も
業
務
が
回
ら
ず
大
変
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

小
規
模
駅
で
は
、
１
徹
１
日

勤
の
駅
か
ら
日
勤
者
が
削
ら

れ
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
化
さ

れ
ま
し
た
。
休
憩
時
間
で
も

駅
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、

精
神
的
に
は
休
憩
時
間
が
無

い
の
も
同
然
で
す
。
社
員
の

働
き
度
が
上
が
っ
て
い
る
今
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
一
時
金
を

私
た
ち
は
要
求
し
ま
す
。
ま

た
、
各
駅
と
も
社
員
数
が
減

少
し
、
勤
務
が
組
め
な
い
箇

所
も
出
て
き
て
い
て
、
働
き

手
の
確
保
の
点
で
も
一
時
金

の
増
額
は
必
須
で
す
。

な
お
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
対
し

て
は
、
今
回
も
一
時
金
要
求

だ
け
で
な
く
、
付
帯
し
て
職

場
改
善
要
求
を
提
出
し
て
い

ま
す
。



大変不満 … 0.9％
不満　　 … 65.5％
やや不満 … 21.6％
やや満足 … 9.5％
満足　　 … 2.6％

低い 　　… 50.9％
多少低い … 26.7％
ほぼ同じ … 12.9％
多少高い … 8.6％
高い　　 … 0.9％

　昨年は、不満とやや不満がほぼ同じ割合でしたが、今年は不満
が倍増しました。
　一昨年の定昇半減や一時金の削減に対して不満が大きくなって
いると思われます。加えて物価高騰により、生活が厳しくなっている
ことを表すものとなっています。

　安定しているJR東日本と思い入社したものの、入社して感じてい
るのは、基本給が低く手取りが少ないと感じる社員が多いことです。
　何とか一時金で凌いでいたのに、一時金が削減されてきたことが
離職者の増加につながったことは間違いありません。

今の賃金に
対してどう感じて
いますか

今の賃金は
同じ会社以外の
友人と比べると
どうですか？

65.5
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２３春闘
賃金アンケート

結果から 不安・不満が明らかに
ＪＲ世代社員の

あらたな戦前に
 させない！

守ろう平和と
いのちとくらし

２０２３憲法大集会
有明防災公園５/３
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開
会
あ
い
さ
つ
で
、
高
田

健
さ
ん
（
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
共
同
代
表
）
は

「
岸
田
政
権
は
敵
基
地
攻
撃

能
力
保
有
を
記
し
た
安
保
３

文
書
を
閣
議
決
定
す
る
な
ど
、

戦
争
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
改
憲
を
公
言
し
て
い

る
。
全
国
で
た
た
か
い
、
阻

止
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ス
ピ
ー
チ
や
リ

レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
室

蘭
工
業
大
・
清
水
教
授
（
憲

法
学
）
か
ら
は
「
人
々
の
さ

さ
や
か
な
生
活
を
否
定
す
る

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
防
衛

費
の
財
源
確
保
が
優
先
さ
れ
、

非
正
規
雇
用
の
数
十
円
の
時

給
ア
ッ
プ
す
ら
で
き
ず
に
苦

し
ん
で
い
る
。
公
平
な
分
配

が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
人
々

の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
、

声
を
出
し
や
す
く
す
る
の
が

大
事
」
と
訴
え
が
あ
り
、
沖

縄
大
学
研
究
員
・
泉
川
さ
ん

か
ら
は
「
１
９
９
５
年
に
米

兵
少
女
暴
行
事
件
が
あ
り
、

県
民
総
決
起
大
会
が
行
わ
れ

た
。
私
は
ま
だ
高
校
生
で
授

業
が
あ
っ
た
が
学
校
を
休
ん

で
参
加
し
た
。
こ
の
時
母
は

『
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
ー
な
ら
行
っ

て
こ
い
』
と
送
り
出
し
て
く

れ
た
。
沖
縄
が
背
負
わ
さ
れ

て
い
る
問
題
は
、
主
権
者
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
責
任
。

軍
拡
が
進
む
根
源
に
は
中
国

脅
威
論
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

意
見
の
相
違
は
あ
っ
て
も
日

中
両
国
は
平
和
共
存
の
道
を

進
ん
で
き
た
。
そ
れ
を
無
視

し
て
色
々
な
団
体
が
煽
っ
て

い
る
」
と
危
機
感
を
訴
え
ま

し
た
。

ま
た
、
各
政
党
か
ら
も
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
社
民
党
福

島
党
首
は
「
岸
田
首
相
は
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
で
敵
基

地
攻
撃
を
す
る
と
断
言
。
自

国
が
攻
め
ら
れ
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
国
を
攻

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、
江
東
区
有
明
の
防
災
公

園
に
お
い
て
、
「
あ
ら
た
な
戦
前
に
さ
せ
な
い
！
ま
も

ろ
う
平
和
と
命
と
く
ら
し

２
０
２
３
憲
法
大
集
会
」

（
戦
争
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
、
９
条
壊
す
な

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
な
ど
の
共
催
）
が
開
催
さ

れ
、
２
万
５
千
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

国
労
か
ら
も
東
日
本
本
部
を
は
じ
め
、
各
級
機
関
や

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

撃
す
る
こ
と
。
先
制
攻
撃
そ

の
も
の
。
相
手
国
か
ら
倍
返

し
さ
れ
る
」
な
ど
の
訴
え
を

行
い
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
参
加
者

全
体
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
高
く

掲
げ
る
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、

「
あ
ら
た
な
戦
前
に
さ
せ
な

い
」
決
意
を
固
め
あ
い
、
平

和
を
訴
え
ま
し
た
。

５
月
19
日
、
恒
例
に
な
っ
た

19
日
行
動
と
し
て
「
安
保
３
文

書
撤
回
！
軍
拡
増
税
反
対
！
南

西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
反
対
！

改
憲
発
議
反
対
！
暮
ら
し
を
ま

も
れ
！
第
90
回
19
日
行
動
」
が

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
で
行

わ
れ
、
雨
の
中
１
１
０
０
人
が

結
集
し
、
国
労
東
日
本
本
部
か

ら
も
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

多
く
の
国
会
議
員
や
団
体
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
社
民
党

福
島
党
首
か
ら
は
「
広
島
で
サ

ミ
ッ
ト
を
や
る
な
ら
、
核
兵
器

禁
止
条
約
を
批
准
す
べ
き
。
あ
っ

ち
こ
っ
ち
か
ら
か
き
集
め
た
お

金
は
、
軍
拡
で
は
な
く
、
生
活

の
た
め
に
つ
か
う
べ
き
」
な
ど

の
訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。

行
動
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で

集
め
ら
れ
た
「
大
軍
拡
に
反
対

す
る
署
名
」
や
「
憲
法
改
悪
を

許
さ
な
い
署
名
」
な
ど
６
７
万

筆
分
が
、
集
会
に
参
加
し
た
国

会
議
員
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
ま

し
た
。


